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１Ｉ０８ 

スタートアップ・アクセラレータによる 

ベンチャーエコシステムの強化と拡大 

 
○鈴木勝博（桜美林大学） 

 
1. スタートアップ・アクセラレータの概要 

 

 2005 年、起業経験をもつエンジニアの Paul 

Graham 氏は、若き創業者らに向け、エンジェル

投資家とのマッチングを促進するためのグルー

プ研修を開始した。短期間で集中的なメンタリン

グを行い、デモデイ（ピッチイベント）で成果発

表を行う同プログラムは良好なパフォーマンス

を挙げ、ベンチャーの成長を加速させるその方法

論は「スタートアップ・アクセラレータ」と呼ば

れるようになった。その後も発展を続けている同

プログラムからは、Airbnb、Dropbox のようなユ

ニコーン企業が輩出され、世界一のスタートアッ

プ・アクセラレータ「Y Combinator」としてその

名を知られている。 

現在、米国内には 600 を超えるスタートアッ

プ・アクセラレータが存在しており、欧州や我が

国を含め、類似の支援プログラムは世界中に広が

っている(Hathaway, 2016)。本稿では、ベンチャ

ー支援エコシステムに新風を吹き込み、大きな成

功をおさめつつあるアクセラレータ1の概要と役

割について俯瞰し、今後の展開への可能性につい

て考察する。 

アクセラレータは、ベンチャー支援を行うとい

う意味においては、旧来から存在しているインキ

ュベータやエンジェルと似たような機能・役割を

担っている。しかしながら、旧来の支援手法とは

明確に異なる側面を有しており、それらは以下の

4 点にまとめられる (Hathaway, 2016; Cohen, 

2013)：(ⅰ) プログラムの期間が明確に定められ

ていること（通常、3か月から半年程度）、(ⅱ) 選

抜された複数の創業チームが対象となること（コ

ーホート・ベースであること）、(ⅲ) メンタリン

グに重きが置かれていること、(ⅳ)  プログラム

の締めくくりとして、投資家等を対象とするデモ

デイ（ピッチイベント）が行われること、が挙げ

られる。 

アクセラレータは、インキュベーターと比較す

るとかなり短い期間での支援となるが、イメージ

としては学校に近い側面を多々有している。実際、

                                                  
1 スタートアップ・アクセラレータは、シード・アクセラ

レータと呼ばれることもある。以降、本稿では、単にアク

セラレータと呼ぶ。 

入試のように、毎年、同じような時期にその年の

プログラム（バッチと呼ばれる）への応募が可能

となり、厳しい審査を通過したごく一握りの創業

チームだけが参加を許される。なお、バッチの期

間中は、個々のチームに対し、それぞれ複数のメ

ンターらによる集中的なメンタリングがおこな

われる。その際、生活の心配をしなくてもよいよ

うに、pizza money と呼ばれる少額の資金が（出

資などの形で）提供されることも多い。バッチ期

間中、参加チームは他の仕事は一切おこなわず、

アクセラレータへの精力的なコミットメントを

求められる。なお、その年のバッチを締めくくる

デモデイは卒業式を想起させる。デモデイでは全

ての「卒業チーム」がピッチを行うが、その聴衆

は、ベンチャーキャピタルや M&A 先の候補となり

うる事業会社など、創業チームの将来に大きく影

響しうる関係者ばかりである。換言すれば、著名

なアクセラレータのデモデイには、厳しい審査を

くぐりぬけたのち、集中的なブラッシュアップを

行った優秀なベンチャー企業ばかりとなり、デモ

デイを通じての出資の実現率も相応に高いこと

が推察される。 

 

  

いまや、有効なベンチャー支援スキームとし

て定着した感のあるアクセラレータだが、その端

緒となった Y Combinator では、毎回のバッチへ

図表１. 種々のベンチャー支援スキーム 
  1. インキュ

ベータ 
2. エンジ
ェル投資家 

3. アクセ
ラレータ 

4.  ハイブ
リッド 

期間 1～5年 - 3～6 ヶ月 3ヶ月～2年

コーホー
ト 

No No Yes No 

ビジネス
モデル 

家賃／非営利 投資 投資／非営
利 

投資／非営
利 

審査 非競争的 競争的／発
生ベース 

競争的／定
期的 

競争的／発
生ベース 

ステージ アーリー／ 
レイト 

アーリー アーリー アーリー 

教育 アドホック 無し セミナー 1, 3 に倣う

メンター
シップ 

最小限 必要に応じ
て 

強力 専門スタッ
フ支援、多
少のメンタ
リング 

ベンチャ
ーの所在

オンサイト オフサイト オンサイト オンサイト

〔出所： Hathaway, 2016 にもとづき、筆者作成〕
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の応募倍率は 30 倍から 100 倍程度だと言われて

いる。非常に狭き門だが、審査をくぐりぬけた暁

には 1,500 人を超えるメンターと 1,000 社弱の

Alumni 企業へのアクセスが可能となり、短期間

での製品・サービスのブラッシュアップと企業価

値向上への道が開かれる2。 
なお、典型的なアクセラレータのビジネスモ

デルは、アーリーステージのベンチャーへの資本

参加 (通常、その時点での株数の 7%～8%程度）

である。現実的には、上記(i)～(iv)の 4 要素を満

たすアクセラレータは全体の三分の一程度であ

り、インキュベータの要素も兼ね備えたハイブリ

ッド型のな機関も多いことが指摘されている 
(Hathaway, 2016)。 

 

2. 米国におけるアクセラレータとその格付け 

 
リスクマネーの流動性が高い米国では、自ら

VC 機能を有する独立系アクセラレータの動きが

活発だが、企業や大学が主体となって運営されて

いるアクセラレータも相当数存在している。数多

くのアクセラレータに対し、それらの格付けを行

う先進的な取り組みもはじまっている (SARP, 
2017) 。起業家にとって、数％とはいえ、初期の

資本をアクセラレータに与えることはかなり重

大な決断となる。そのため、アクセラレータのパ

フォーマンスの格付けには、一定のニーズがある

ものと推察される。 
その代表的なプロジェクトである Seed 

Accelerator Ranking Project では、2017 年、米

国内の 150 以上のアクセラレータが精査された。

トップランクの Platinum Plus に位置するのは

先述の  Y Combinator (Mountain View) と 
AngelPad (San Francisco) の 2 つであった 
(Hochberg, 2017)。ちなみに、AngelPad は google 
出身の Thomas Korteが設立したアクセラレータ

である。Y Combinator ともども、これらは独立

系のアクセラレータであるが、卓越したパフォー

マンスを誇っている。 
また、続く Platinum ランクには、StartX 

(Stanford), U. Chicago New Venture Challenge 
(Chicago), Techstars (Boulder, etc) 等の 6 組織

がランクインしている。ここで興味深いのは、大

学内のアクセラレータがランクインしている点

にある3。我が国でも、大学発ベンチャーの成長促

                                                  
2 創業チームにとっては、Y Combinator のような著

名なアクセラレータのバッチに採択されること自体が、ひ

とつの大きなステータスである。周囲からは、Dropbox
のような「ユニコーン」の候補だとみなされ、社会的信用

力を高める効果がある。 
3 大学内のアクセラレータは、資本参加せず、一切 fee を

進は大きな課題のひとつとなっているが、アクセ

ラレータを保有する大学はまだ存在していない。

米国の先進性が、あらためて感じられる結果とな

っている。総じて、リスクマネーの流動性が非常

に高い米国では、数多くの独立系アクセラレータ

が活躍しており、これが同国の創業支援エコシス

テムを強力に支えているといえよう。 

 

3.  日本国内での動向 

 

改めて指摘するまでも無く、日本国内では、

かつてより「創業率の低さ」や「リスクマネーの

供給量の少なさ」が指摘されてきた（経産省, 

2014）。しかしながら、東日本大震災以降は、首

都圏を中心に第 3次 ICTベンチャーブームとでも

いうべき活況を呈しており、種々のアクセラレー

タ・プログラムがその下支えのひとつとなってい

るものと考えられる。 

日本国内におけるアクセラレータの特徴の

ひとつは、米国のような独立系のアクセラレータ

よりも、むしろ、大企業がスポンサーにつく「コ

ーポレート・アクセラレータ・プログラム」(CAP)

が数多く存在していることにあろう。「コーポレ

ート・アクセラレータ」は、大企業の「新事業開

発」につながりうるアイデアや技術をもった起業

家・ベンチャー企業を募るプログラムである。採

択されたチームに対し、大企業の社員や専門家ら

が期間限定で協働し、メンタリングを行いながら

イノベーション創出を目指す。大企業にとっては、

オープンイノベーション推進の契機となり、一方、

ベンチャー企業にとっては、大企業の資産・ネッ

トワーク・ブランド等を活用し、その道の専門家

によるメンタリングを受けながら、短期間で自社

事業を急成長させうる点が魅力となろう。 

このような CAP の一例としては、ICT 系の

Docomo Innovatoin Village や KDDI ∞ Lab が

挙げられよう。これらは大掛かりな Demo Day を

伴うアクセラレータ・プログラムで、米国のそれ

に似た開催形式をとっている。なお、CAP は、ス

ポンサー企業が直接運営することもあるが、外部

機関にその運営を任せることもある。実際、独立

系アクセラレータの「ゼロワンブースター」4（東

京都）はさまざまな企業の CAP の運営を担ってお

り、ヤマハ、ニコン、キリン、LIXIL 等々、さま

ざまな企業の CAP を運営しながら、ベンチャー企

業に成長の機会を提供している（01Booster, 

                                                                                
取らないことが多い。 
4ゼロワンブースターは、日本で唯一、Global Accelerator 

Network (GAN)に登録されているアクセラレータである

(GAN, 2017)。 
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2012; 鈴木, 2016））。 

なお、かつてより、Movida Japan5,サムライ

イインキュベート、Open Network Lab 等、アクセ

ラレータに類するプログラムを有する独立支援

機関は存在してきているが、リスクマネーがなか

なか流れないわが国においては、米国のような大

掛かりな Demo Day を契機としたアグレッシブな

資金調達へのハードルは、やはりまだ高いのでは

ないかと推察される。サステナブルなアクセラレ

ータを実現していくためには、インキュベーショ

ン施設の運営やCAPの運営支援を交えたハイブリ

ッド型の経営が、有効であろうと考えられる。 

 

4.  今後の進展にむけて 

 

アクセラレータの本質は、短期間での集中的

な「学び」を通じた、アーリーステージ・ベンチ

ャーの「成長の加速」にあるものと考えられる。

その出自ゆえ、アクセラレータは、ＩＣＴ系ベン

チャー向けというイメージが強いようにも思わ

れるが、同様な発想のプログラムは、大学発など

の技術系ベンチャーの成長を促進する際にも有

効であろうと推察される。周知のとおり、技術系

ベンチャーの成長は、ICT 系のベンチャーよりも

かなり長い期間を要する。そのため、単純に、Ｉ

ＣＴベンチャー向けのアクセラレータ・プログラ

ムをトレースするのみではうまくいかない可能

性も高い。しかしながら、実態として、技術系ベ

ンチャーの中には、インキュベーション施設内で

のＲ＆Ｄ活動に注力するあまり、営業やビジネス

開発がおろそかになり、それがゆえになかなか成

長ができないような事例も時折耳にする。ICT 系

ベンチャーとはまた違うタイムスパンにおいて、

技術系ベンチャー向けの集中的な「学び」のプロ

グラムは、必要であろうと推察される。 

なお、国内大学において、本格的なアクセラ

レータ・プログラムを立ち上げた事例は（筆者の

限られた知識の限りにおいては）まだ無いのでは

ないかと思われる6。しかしながら、技術系 VC の

Beyond Next Ventures では、技術シーズ向けのア

クセラレーション・プログラムをすでに立ち上げ

ており (Brave, 2017)、また、大学と共に多数の

インキュベーション施設を運営する中小企業基

盤整備機構でも、スモールビジネス向けのシー

                                                  
5 Movida の運営体制は、2014 年ごろに大きく変更され

ており、学びを得る場としての Movida School は、その

後、S.School へと改組された。 
6 文部科学省 EDGE プログラムに代表される先進的な

『起業家教育』プログラムは実装されてきているが、アク

セラレータはその先の「事業化」フェイズに相当し、今後、

十分なケアが必要であろうと考えられる。 

ド・アクセラレータプログラム「Businest アクセ

ラレータコース」をたちあげている (中小機構、

2017)。今後は、国内大学においても、技術系・

非技術系を問わず、それぞれのポジションに応じ

たアクセラレータ・プログラムの実装は、起業者

の底辺を広げる上で有効であろうと推察され、今

後の試行と発展が期待される7。 
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